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地域マネジメントコース

科目名： 小論文

解答上の注意事項

1 「解答始め」の合図があるまで問題を見てはならない。

2 「解答始め」の合図があったら，全ての解答紙の所定欄に受験番号を記入すること。

3 問題の解答ば別に指示がある場合を除き所定の解答欄に記入すること。

4 「下書き用紙」がある場合ば「解答紙」とともに「下書き用紙」も回収する。ただし，

「下書き用紙」に記入した内容は採点の対象とはしない。

5 その他，監督者の指示に従うこと。
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地域デザイン研究科 試験間題

間題 1

以下の課題文を読んで、問 1と間2に答えなさい。

課題文

教育政策は、激しい政治諭争の種となってきました。論争の的は教育自体の良し悪しでは

ありません。議論はむしろ、政府が教育に介入すべきか、あるいは介入のやり方が分かって

いるのかということに集中します。

大多数の政策立案者、少なくとも国際的な政策集団内の人々は、問題は韮本的には単純な

ことだとずっと考えてきました。すなわち、子供たちを何とか教室につれてきて、願わくば

よく訓練された教師がそれを教えれば、あとは何とかなるという考えです。これらの「学校

の供給」を重視する人々を「供給ワラー」と呼びましょう。ワラーとはインドで「調達人」

を指す言葉です。

おそらく、供給ワラーの立場が最も明確に表明されたものは、 2000年に世界の国々が

2015年までに達成することで合意した 8つの目標、国連のミレニアム開発目標 (MDG)で

しょう。 MDGの2番目と 3番目はそれぞれ、「2015年までに全ての子供が男女の区別なく

初等教育の全課程を修了できるようにする」こと、「2005年までに可能な限り、初等・中等

教育で男女格差を解消し、 2015年までに全ての教育レベルで男女格差を解消する」ことと

しています。多くの国の政府が、この考えに賛同したようです。いまやインドでは、児童の

95パーセントが自宅から約 800メートル以内に学校をもっています。アフリカのいくつか

の国では、小学校教育を無料化し、子供たちが学校に押し寄せています。ユニセフによれば、

1999年から 2006年の間に、サハラ以南のアフリカにおける小学校への入学率は、 54パー

セントから 70パーセントに上がったようです。

子供を学校に入れるのは重変な一歩です。それが学習の出発点ですから。でも学校に人っ

てもほとんど何も学ばないなら、役には立ちません。奇妙なことに、学習という間題は国際

的な宣言の中であまり大きな位置づけがなされていません。入学すれば学習は何とかなる

という暗黙の［解があるようです。でも残念ながら、話はそんなに単純ではありません。

2002年と 2003年に世界銀行が行った世界無断欠勤調査では、 6カ国の代表サンプルと

なる学校に抜き打ちで調査委員を送っています。その基本的な結果は、バングラデシュ、エ

クアドル、インド、インドネシア、ペルー、そしてウガンダの教師は、平均して 5日に 1日

は欠勤し、インドとウガンダではその割合がもっと高いというものでした。

インドの教育 NGOプラサムは、 2005年にもう一歩踏み込んで、子供たちがいったい何
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を学んでいるのか調べてみることにしました。プラサムはインド国内の 600の地域でボラ

むさくい

ンティアチームを結成しました。これらのチームが、各地域で無作為に選出した村で、 1000

人以上の子供たちを対象に一ー全体では 70万人を対象に ーテストを行って、成績表をま

とめました。それによると、 7歳から 14歳の子供たちの 35バーセント近くが、簡単な文

(1年生租度のレベル）を読めず、 60パーセント近くが簡単な物語 (2年生程度のレベル）

を読めませんでした。 2年生レベルの算数（基本的な割り算）ができる子供は、たった 30

パーセントです。この数学の結果は、特に衝攣詞です。世界中の第三世界諸国では、家族

の露店や店の手伝いをする少年少女ならば、もっと複雑な計算を暗算でやってのけます。学

校に通うと、実はかえって勉強がでぎなくなるのでしょうか？

はっきりとした需要がなければ、教育を供給しても無意味と信じる批評家たち、つまり

「需要ワラー」にとって、これらの結果は、ここ数十年の教育政策に関する間違いの集大成

ということになります。彼らの考えでは、教育の質が低いのは親が卜分な関心を持っていな

いからで、彼らが関心を持たないのは、実際面の便益（経済学者が言うところの教育の「リ

ターン」）が低いと知っているからだということになります。教育の便益が高くなれば、政

むりし

府が無理強いしなくても就学率は上がると言います。人々は彼ら向けの私立学校に子供を

入れ、もしもそれが高すぎれば地方政府に学校を作るよう菱求するはずだ、と。

需要の役割は確かに重要です。就学率は教育の収益率に大きく左右されます。インドでは、

緑の革命によって農場主として成功するために必要な技術的ノウハウのレベルが上がり、

したがって教育の価値が高まったので、緑の革命による新しい種子に適合した地域では、教

育水準が他地域より早く上昇しました。

教育を受けた労働力のニーズ変化に親が反応できるなら、需要ワラー的に見た最良の教

育政策は、教育政策なんか持たないことです。知識労働を必要とするビジネスヘの投資を魅

力的なものにすれば、知識労働力に対するニーズが生じ、供給圧力も生じます。そうすれば、

親たちは本気で教育を気にかけるようになるから、教師に圧力をかけて必要なものを提供

させるだろう、というわけです。もしも公立校が質の高い教育を提供できなければ、私立学

校市場が牛まれます。巾楊競争によって、親が子供に求める質の高い学校教育か確保される、

というのが彼らの主張です。

需要ワラーの考え方の中心には、教育は投資の一種にすぎないという発想があります。

人々が教育に投資するのは、他のあれこれに投資するのと全く同じで、お金を増やすためな

のだというわけですーー教育の場合は、将来収入が上がるという形で。教育を投資として見

ることの明らかな間題点は、親が現在行った投資の利益を子供が受けるのは、かなり後のこ

とになるという点です。また多くの子供が、親の投資に対して老後の面倒を見ることで実質
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的に「返済して」いますが、仕方なくそうしている者も多く、中には途中で親を捨てて「債務

不履行」になる子供もいます。

確かに多くの親は、自分の子供が学業優秀だと、誇りに思って喜びます。この意味では、

彼らは子供から一銭ももらわなくても、十分に報いられていると感じているはずです。です

から、親の観点からすると、教育は部分的には投資であっても、他の部分では子供に与える

「贈り物」でもあるのです。でも逆の面もあります。ほとんどの親は、子供に対して権力を

行使する立場にあります。彼らは誰を学校に通わせ、誰を家に残すか、あるいは働きに出す

かを決め、そして彼らの稼ぎの使い方を決めます。子供が反抗するくらい大きくなったら、

その稼ぎから自分に回ってくる額など知れていると思っている親や、教育そのものの価値

を認めていない親は、子供が 10歳になったら退学させて、働きに出す方がいいと思うかも

しれません。

出典： A. V. バーナジー＆E. デュフロ『貧乏人の経済学』、山県浩生訳、みすず書房、

2012年。ただし、間題作成のために一部改変した。

間1 途上国の教育水準を向上させるために、どのような政策が必要であるかについて、

「供給ワラー」と「需要ワラー」は、それぞれどのような考え方をしているか。課題文に即

して説明しなさい。

間2 課題文でも指摘されているように、「供給ワラー」と「需要ワラー」が主張する政策

には、いずれも閂題点がある。それらの問題点を指摘した上で、途上国の教育水準を向上さ

せるためには、どのような政策を実施するのが望ましいか、あなたの考えを述べなさい。
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